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令和
れいわ

６年度
６ ね ん ど

 第１回
だい１かい

丹波市
た ん ば し

手話
しゅわ

施策
しさく

推 進 協
すいしんきょう

議会
ぎかい

 

 

■日 時
に ち じ

：令和
れいわ

６年
６ねん

８月
８がつ

27
２７

日
にち

（火
か

）午前
ごぜん

10
１０

時
じ

開会
かいかい

～午前
ごぜん

11
１１

時
じ

50
５０

分
ふん

閉会
へいかい

 

■場 所
ば し ょ

：丹波市
た ん ば し

役所
やくしょ

本 庁
ほんちょう

第２
だい２

庁 舎
ちょうしゃ

 ２階
２かい

ホール 

■出 席
しゅっせき

委 員
い い ん

：（敬 称
けいしょう

略
りゃく

、 順
じゅん

不同
ふどう

） 

嘉田
か だ

 眞
まさ

典
のり

、河南
かんなん

 光夫
みつお

、古川
ふるかわ

 重
しげ

己
み

、足立
あだち

 いづみ、酒井
さかい

 佳代子
か よ こ

、中嶋
なかじま

 法男
のりお

、

笹川
ささかわ

 一太郎
いちたろう

、足立
あだち

 吉
よし

輝
てる

、井口
いぐち

 綾子
あやこ

、葦
あし

田
だ

 順子
じゅんこ

 

■事 務 局
じ む き ょ く

：森本
もりもと

 英
ひで

行
ゆき

（健康
けんこう

福祉部
ふ く し ぶ

 福祉
ふくし

担当
たんとう

部長
ぶちょう

） 

    【 障
しょう

がい福祉課
ふ く し か

】 

    荒木
あらき

 信
のぶ

博
ひろ

（課長
かちょう

）、細見
ほそみ

 明弘
あきひろ

（ 障
しょう

がい支援
しえん

係 長
かかりちょう

）、南原
なんばら

 めぐみ、川上
かわかみ

 

真由子
ま ゆ こ

 

 

１．開会
かいかい

 

２．委嘱書
いしょくしょ

交付
こうふ

 

３．あいさつ 

４．委員
いいん

自己
じ こ

紹 介
しょうかい

 

５．会 長
かいちょう

及び
および

副 会 長
ふくかいちょう

の選 出
せんしゅつ

 

６．会 長
かいちょう

及び
および

副 会 長
ふくかいちょう

あいさつ 

７．議事
ぎ じ

 

 

 

（会 長
かいちょう

） 

 次第
しだい

の、７番目
７ ば ん め

ですね。 

議題
ぎだい

に入る
はい

前
まえ

に少し
すこ

説明
せつめい

させていただきます。丹波市
た ん ば し

手話
しゅわ

施策
しさく

推 進 協
すいしんきょう

議会
ぎかい

に関する
かん

運営
うんえい

要綱
ようこう

と

いうのがあるんですけれども、その第２条
だい２じょう

に規定
きてい

があります。 

それに基づきまして
もと

、この 協
きょう

議会
ぎかい

を公開
こうかい

として、開催
かいさい

させていただきたいと思いま
おも

す。皆さん
みな

、

異議
い ぎ

はありませんでしょうか。 

 ではご意見
  いけん

がないということで、この会議
かいぎ

を公開
こうかい

とさせていただきます。 

 続きまして
つづ

、議事
ぎ じ

に入ります
はい

。(１)の丹波市
た ん ば し

手話
しゅわ

施策
しさく

推進
すいしん

方針
ほうしん

の取り組み
と   く

状 況
じょうきょう

及
およ

び実施
じっし

計画
けいかく

についてということで、事務局
じむきょく

から説明
せつめい

をお願い
  ねが

いたします。 

 

（事務局
じむきょく

） 

 『
「

丹波市
た ん ば し

手話
しゅわ

施策
しさく

推進
すいしん

方針
ほうしん

の取り組み
と く

状 況
じょうきょう

及び
および

実施
じっし

計画
けいかく

』
」

について資料
しりょう

⑦
７

をもとに説明
せつめい

。 

 

（会 長
かいちょう

） 

 事務局
じむきょく

からの説明
せつめい

ありがとうございました。 
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今
いま

の説明
せつめい

に対して
たい

質問
しつもん

や意見
いけん

などあれば、お名前
 な ま え

をおっしゃっていただいた上
うえ

で発言
はつげん

をお願い
  ねが

し

ます。 

 

（委員
いいん

②） 

 ご説明
 せつめい

いろいろとありがとうございました。また、日頃
ひごろ

ご協力
 きょうりょく

いただき、ありがとうございま

す。お聞き
  き

したいことがあります。 

 広報誌
こうほうし

のところですが、たくさんの人
ひと

に情 報
じょうほう

を届ける
とど

という意味
い み

で、広報
こうほう

たんばに載せる
の

こと

についてちょっと意見
いけん

があります。１年間
１ねんかん

に手話
しゅわ

に関する
かん

記事
きじ

が年
ねん

２回
２かい

となっており、ずっと

引き続き
ひ  つづき

年
ねん

２回
２かい

載せて
の

いただいています。 

 新聞
しんぶん

や本
ほん

などの発行
はっこう

、聞こえる
き

人
ひと

に比べる
くら

と、１年
１ねん

に２回
２かい

ではちょっと発 信 力
はっしんりょく

が弱い
よわ

ように

感じます
かん

。案
あん

ですけれども、１年
１ねん

に３回
３かい

とか、前
まえ

にもご説明
  せつめい

して繰り返し
く  か え

のことにはなりますが、

１年間
１ねんかん

に２回
２かい

ではなく、もう少し
すこ

増やして
ふや

、３回
３かい

４回
４かい

とたくさんの人
ひと

の目
め

に触れる
ふ

ように、回数
かいすう

を

増やして
ふ

いただきたいと思って
おも

います。 

 例えば
たと

、季節
きせつ

に合わせて
あ

春
はる

、夏
なつ

、秋
あき

、冬
ふゆ

とか季節
きせつ

にちなんだ手話
しゅわ

を載せて
の

いただくとか、季節
きせつ

ごとに発行
はっこう

していただくのがいいかなと思います
おも

。秋
あき

に暑い
あつ

手話
しゅわ

を載せる
の

というのもおかしいので、

季節感
きせつかん

のある載せ方
の  かた

で、年
ねん

４回
４かい

ぐらい発行
はっこう

していただくのもいいかなと思います
おも

。そうすると、

見る
み

方
かた

も覚えやすい
おぼ

と思います
おも

。 

 そのように、回数
かいすう

を増やして
ふ

いただければなと思って
おも

います。 私
わたし

からは、広報誌
こうほうし

に関する
かん

こと

を意見
いけん

として出させて
だ

いただきます。 

 

（会 長
かいちょう

） 

 広報
こうほう

たんばの発行
はっこう

は１年間
１ねんかん

の 間
あいだ

に毎月
まいつき

発行
はっこう

されるんでしょうか。毎月
まいつき

の発行
はっこう

の内
うち

、２回
２かい

手話
しゅわ

に関する
かん

記事
きじ

を載せて
の

いただいたということですね。 

 今後
こんご

、記事
き じ

の掲載
けいさい

回数
かいすう

を増やして
ふや

ほしいというご意見
  いけん

だったかと思います
おも

。 

これに対して
たい

、他
ほか

の委員
いいん

さん何
なに

か意見
いけん

はありますか。 

 

（会 長
かいちょう

） 

 手話
しゅわ

に関する
かん

記事
きじ

が１年
１ねん

に２回
２かい

ということで、 私
わたし

自身
じしん

も増やした
ふ

方
ほう

がいいのかなとは思います
おも

が、委員
いいん

の皆様
みなさま

はいかがでしょうか。代 表
だいひょう

で来て
き

いただいているので是非
ぜ ひ

意見
いけん

を聞かせて
き

いただ

けたらと思います
おも

。 

 

（委員
いいん

④） 

 やっぱり 私
わたし

も１年
１ねん

に２回
２かい

は少ない
すく

と思います
おも

。そして、季節
きせつ

に応じた
おう

手話
しゅわ

の表 現
ひょうげん

とか、そう

いうのも必要
ひつよう

になってくるんじゃないかと思います
おも

ので、できれば少なく
すく

とも４回
４かい

ぐらいはあって

もいいかなと思います
おも

。 
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（会 長
かいちょう

） 

 他
ほか

にご意見
  いけん

いかがでしょうか。 

 

（委員
いいん

⑤） 

 私
わたし

も委員
いいん

②のご意見
  いけん

に賛成
さんせい

します。 

 合わせて
あ

なんですけれども、紙面
しめん

だけではなく、ホームページの動画
どうが

も並行
へいこう

して出して
だ

いただけ

るとより理解
りかい

が広まる
ひろ

のではないかと思います
おも

。是非
ぜひ

考えて
かんが

いただければありがたいです。 

 

（会 長
かいちょう

） 

 広報
こうほう

の掲載
けいさい

回数
かいすう

が増やせる
ふ

かどうかについて課題
かだい

かなというふうに思うん
おも

ですけれども、

事務局
じむきょく

の方
かた

、いかがでしょうか？ 

 

（事務局
じむきょく

） 

 ご意見
  いけん

といたしましては、２回
２かい

では少ない
すく

というご意見
  いけん

かなということで、アドバイスとしまし

て、季
き

節感
せつかん

を持たせる
も

ような 形
かたち

で、例えば
たと

年
ねん

４回
４かい

、 春 夏 秋 冬
しゅんかしゅうとう

というような、題材
だいざい

を

考えながら
かんが

やっていくのが良い
よ

のではないかというご意見
いけん

をいただいたと思って
おも

おります。 

 広報
こうほう

の方
ほう

になりますと、 障
しょう

がい福祉課
ふ く し か

だけで、全て
すべ

の紙面
しめん

を使える
つか

というわけではないところ

がありますので、担当
たんとう

の方
かた

とも相談
そうだん

をさせていただいて、どこまで増やせる
ふ

かということについ

ても協議
きょうぎ

をしていきたいと思います
おも

。 

 また、ホームページの充 実
じゅうじつ

に向けて
む

も、可能
かのう

な限り
かぎ

取り組んで
と   く

いきたいと思います
おも

ので、おそ

らくその際
さい

には、また手話
しゅわ

サークルの皆さん
みな

でありますとか、ろう者
しゃ

の方々
かたがた

のご協力
 きょうりょく

もいただ

くようになるかと思います
おも

ので、またご相談
  そうだん

をさせていただきますので、その際
さい

にはよろしく

お願い
  ねが

いたします。 

以上
いじょう

です。 

 

（会 長
かいちょう

） 

 四季
し き

に関する
かん

手話
しゅわ

を載せる
の

ことは、とてもいいと思います
おも

。 

他
ほか

にも例えば
たと

スポーツ関係
かんけい

の手話
しゅわ

ですとか、食べ物
た  もの

に関する
か ん す る

手話
しゅわ

とか医療
いりょう

に関する
かん

手話
しゅわ

（注 射
ちゅうしゃ

・血圧
けつあつ

等
とう

）や、簡単
かんたん

な手話
しゅわ

を載せる
の

ことで市民
しみん

の方
かた

にも興味
きょうみ

、関心
かんしん

を持って
も

もらえる

一つ
ひとつ

の方法
ほうほう

かと思います
おも

。是非
ぜ ひ

、そのあたりの検討
けんとう

をお願い
  ねが

します。 

 

（会 長
かいちょう

） 

 他
ほか

に何
なに

か質問
しつもん

、意見
いけん

ありますか。 

 

（委員
いいん

③） 

 意見
いけん

が３点
３てん

あります。 
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 １つ目
１ つ め

なんですけれども、コミュニケーションボードです。 

インターネットで手話
しゅわ

コミュニケーションボードが掲載
けいさい

されているのを見られた
み

ことがありますか。

内容
ないよう

など見られた
み

方
かた

がおられたら、その意見
いけん

や反応
はんのう

がどうなのかについてお聞き
  き

したいと

思います
おも

。 

 ２つ目
２ つ め

なんですけど、出前
でまえ

手話
しゅわ

講座
こうざ

についてですね。昨年
さくねん

は開
かい

催されて
さい

いましたが、今年
ことし

はされ

ていないんですね。料理
りょうり

などいろいろな情 報
じょうほう

発信
はっしん

を出前
でまえ

手話
しゅわ

講座
こうざ

で取り上げて
と   あ

もらったら嬉しい
うれ

と思います
おも

。 

 ３つ目
３ つ め

は、皆様
みなさま

ご存知
ご ぞ ん じ

かどうかわからないんですけれども、ちょっとお尋ね
たず

します。 

今度
こんど

９月
９がつ

21
２１

日
にち

に、中 央
ちゅうおう

図書館
としょかん

で絵本
えほん

の手話
しゅわ

の読み
よ

聞かせ
き

をします。 私
わたし

は、今回
こんかい

初めて
はじ

するんで

すけれど、７月
７がつ

ごろに市
し

役所
やくしょ

からお話
おはなし

がありました。まだ打ち合わせ
う   あ

の途中
とちゅう

なので、具体的
ぐたいてき

に

説明
せつめい

することはできませんが、今後
こんご

打ち合わせ
う   あ

をしながら進めて
すす

いきたいと思って
おも

います。 

以上
いじょう

３点
３てん

です。 

 ２つ目
２ つ め

の出前
でまえ

手話
しゅわ

講座
こうざ

での情 報
じょうほう

発信
はっしん

というのは、聞こえない
き

人
ひと

に対して
たい

の生 涯
しょうがい

学 習
がくしゅう

みたい

なイメージで、病気
びょうき

とか情 報
じょうほう

とか、市
し

役所
やくしょ

が発信
はっしん

される情 報
じょうほう

とかを講座
こうざ

のような 形
かたち

でしてい

ただけたらということです。 私
わたし

だけではなく、聞こえない
き

人
ひと

からも意見
いけん

があったので、出前
でまえ

手話
しゅわ

講座
こうざ

で実施
じっし

をして欲しい
ほ

と思います
おも

。 

 

（会 長
かいちょう

） 

 事務局
じむきょく

から、その３点
３てん

について、ご報告
 ほうこく

いただけますでしょうか。 

 

（事務局
じむきょく

） 

 １つ目
１ つ め

の質問
しつもん

のコミュニケーションボードについてですが、使われてる
つか

かどうかや、反応
はんのう

がど

うであったかということかと思います
おも

けども、どういった反応
はんのう

があったかという情 報
じょうほう

の集 約
しゅうやく

が

今
いま

のところはできておりません。なので、窓口
まどぐち

で市民
しみん

の方
かた

がどう言われて
い

いるかとか、ろう者
しゃ

の

方
かた

がどう言われた
い

ということの集 約
しゅうやく

としては、データを持って
も

いないというところが現 状
げんじょう

です。 

 それから２つ目
２ つ め

ですが、ろう者
しゃ

の方
ほう

がお集まり
  あつ

になられたところで、市
し

に対する
たい

質問
しつもん

であると

かお困り
こま

ごとに対
たい

して、説明
せつめい

をするという会
かい

が開ける
ひら

かということだと思います
おも

。 

 おそらく市
し

役所
やくしょ

全般
ぜんぱん

のいろいろなご質問
 しつもん

がでるかと思います
おも

ので、なかなか全て
すべ

の質問
しつもん

に

対して
たい

返答
へんとう

できる職 員
しょくいん

を準備
じゅんび

することが、もしかしたら、難しい
むずか

かもしれません。どういう

方法
ほうほう

があるか、実施
じっし

できるのかということについて検討
けんとう

をさせていただきたいと思います
おも

。 

 もし、事前
じぜん

に質問
しつもん

を集 約
しゅうやく

できるのであれば、その答え
こた

を用意
ようい

してお伝え
  つた

するということは、

可能
かのう

かもしれませんけれども、少し
すこ

検討
けんとう

をさせてください。 

 それから、ご紹介
ごしょうかい

もいただきました、３つ目
３ つ め

の９月
９がつ

21
２１

日
にち

に予定
よてい

している手話
しゅわ

による絵本
えほん

の読み
よ

聞かせ
き

ですけれども、やはり手話
しゅわ

を広く
ひろ

市民
しみん

の方
かた

に、広げて
ひろ

いくための取り組み
と   く

として、今年度
こんねんど

に

一度
いちど

やってみようということで取り組む
と   く

ものになります。やはり、手話
しゅわ

を広く
ひろ

市民
しみん

の方
かた

に知って
し

も
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らうということが、大切
たいせつ

かと思います
おも

ので、どういうような結果
けっか

になるかというのはやってみない

とわからないところがありますけれども、一度
いちど

挑 戦
ちょうせん

していきたいと思います
おも

ので、またご協力
 きょうりょく

をよろしくお願い
 ねが

いたします。 

以上
いじょう

です。 

 

（委員
いいん

③） 

 もう１点
１てん

ちょっと言い忘れた
いい わす

ことがあるんですけれども、今
いま

まで手話通
しゅわつう

訳者
やくしゃ

の設置
せっち

がいたが今
いま

はいないということで、窓口
まどぐち

でも筆談
ひつだん

になって時間
じかん

がかかってしまうことや、聞こえない
き

人
ひと

は、

筆談
ひつだん

が苦手
にがて

な人
ひと

もいるので、ぜひ手話通
しゅわつう

訳者
やくしゃ

の設置
せっち

をして欲しい
ほ

と思います
おも

。 

 手話通
しゅわつう

訳者
やくしゃ

と手話
しゅわ

通訳士
つうやくし

の両 方
りょうほう

の資格
しかく

を持った
も

方
かた

の設置
せっち

がいいと思います
おも

。 

 

（事務局
じむきょく

） 

 設置
せっち

の手話通
しゅわつう

訳者
やくしゃ

の配置
はいち

ができていないということは、 障
しょう

がい福祉課
ふ く し か

としても課題
かだい

であると

認識
にんしき

しております。 

 引き続き
ひ  つづ

、ハローワーク等
など

を通じて
つう

、手話
しゅわ

通訳士
つうやくし

、或いは
あ る い は

手話通
しゅわつう

訳者
やくしゃ

の方
かた

の募集
ぼしゅう

をかけている

状 況
じょうきょう

ではありますけども、なかなか応募
おうぼ

の方
かた

がないというのが現 状
げんじょう

です。 

 ただ、なるべく対 象 者
たいしょうしゃ

を増やして
ふや

いくということで、今年度
こんねんど

も通訳
つうやく

Ⅱ
２

の講座
こうざ

を開催
かいさい

させてい

ただいています。講座
こうざ

を卒 業
そつぎょう

された方
ほう

が、全国
ぜんこく

統一
とういつ

試験
しけん

等
とう

を受験
じゅけん

し、そして合格
ごうかく

をしていただ

くことで、設置
せっち

手話通
しゅわつう

訳者
やくしゃ

として配置
はいち

ができる対 象
たいしょう

の方
かた

を、増やして
ふや

いきたいとも思って
おも

おりま

すので、ご理解いただきます
  りかい

ようによろしくお願い
  ねが

いたします。 

以上
いじょう

です。 

 

（会 長
かいちょう

） 

 手話通
しゅわつう

訳者
やくしゃ

全国
ぜんこく

統一
とういつ

試験
しけん

というものがあります。 

毎年
まいとし

12
１２

月
がつ

の第１
だい１

土曜日
ど よ う び

にその試験
しけん

が開催
かいさい

されています。兵庫
ひょうご

の場合
ばあい

は神戸
こうべ

でやっています。試験
しけん

を受ける
う

条件
じょうけん

としては、手話
しゅわ

通訳
つうやく

の通訳
つうやく

Ⅱ
２

まで 終 了
しゅうりょう

された方
かた

が対 象
たいしょう

となっています。 

 できれば試験
しけん

を受けて
う

いただけるように、働きかけ
はたら

もしていただけたらと思います
おも

。今
いま

、

働きかけ
はたら

もしていただいているんですね。 

 聴 覚
ちょうかく

障 害 者
しょうがいしゃ

情 報
じょうほう

センターのホームページに、試験
しけん

の案内
あんない

も載ってる
の

と思います
おも

ので、また

見て
み

いただいて、皆さん
みな

に受験
じゅけん

いただけるよう働きかけて
はたら

いただけたらと思います
おも

。 

 

（事務局
じむきょく

） 

 先
さき

ほど会 長
かいちょう

からも言って
い

いただきましたように、現在
げんざい

、９名
９めい

の方
かた

に通訳
つうやく

Ⅱ
２

の講座
こうざ

を受講
じゅこう

して

いただいております。その９名
９めい

の方
かた

にも、試験
しけん

を受けて
う

いただくようにということを働きかけて
はたら

い

きたいと思います
おも

。 
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以上
いじょう

です。 

 

（会 長
かいちょう

） 

 他
ほか

にご意見
  いけん

はありませんでしょうか。 

 

（委員
いいん

⑤） 

 委員
いいん

③がおっしゃったように、設置
せっち

手話通
しゅわつう

訳者
やくしゃ

がいないということで昨年度
さくねんど

も要望
ようぼう

が出て
で

いま

したが、採用
さいよう

には至って
いた

いないということで、その設置
せっち

手話通
しゅわつう

訳者
やくしゃ

が見つかる
み

までの期間
きかん

を別
べつ

の

方法
ほうほう

で、ご対
たい

応
おう

いただけないかと考えます
かんが

。 

 ろう者
しゃ

の方
かた

の中
なか

には、聞こえなく
き

なった時期
じ き

によって、筆談
ひつだん

では十 分
じゅうぶん

に伝えられない
つた

、自分
じぶん

の気持ち
きも

も伝える
つた

ことができないという方もいます。全く
まった

文法
ぶんぽう

の異なる
こと

手話
しゅわ

をお使い
  つか

になられるの

で、もどかしい気持ち
きも

を持って
も

らっしゃる方
かた

がたくさんいらっしゃると思うん
おも

です。 

もちろん設置
せっち

手話通
しゅわつう

訳者
やくしゃ

が一番
いちばん

いいのはわかってますので、勤務
きんむ

条 件
じょうけん

をいろいろと変えて
か

もらっ

たりしながら、探して
さが

いただきたいんですけれども、不便
ふべん

を少し
すこ

でも解 消
かいしょう

するための別
べつ

の手段
しゅだん

と

いうものを考えて
かんが

もらいたいと思って
おも

います。 

 市
し

役所
やくしょ

の窓口
まどぐち

で７月
７がつ

１日
１にち

から、外国語
がいこくご

の通訳
つうやく

をタブレットでしてもらえるサービスが始まった
はじ

ということをホームページで見たん
み

ですけれども、手話
しゅわ

に関して
かん

も同じ
おな

ような 形
かたち

でタブレットを

使って
つか

、３者
しゃ

が同時
どうじ

に会話
かいわ

のできるような方法
ほうほう

を考えて
かんが

いただけたらありがたいと思います
おも

。 

 次
つぎ

に２つ目
２ つ め

ですが、 私
わたし

もちょっと正しい
ただ

知識
ちしき

がないので教えて
おし

いただきたいんですが、手話
しゅわ

通訳
つうやく

の資格
しかく

を持ってる
も

か、もしくはろう者
しゃ

の方
ほう

がいらっしゃる集まり
あつ

の中
なか

でしか、手話
しゅわ

を教える
おし

ことや、教えて
おし

もらうという事
こと

をしてはいけないというルールを少し
すこ

聞いた
き

ことがあります。そう

いったルールがあるのかどうか、正しい
ただ

ことを今日
きょう

教えて
おし

いただけたらと思って
おも

います。 

 なぜ、こんな質問
しつもん

するかということなんですけれども、手話
しゅわ

も言語
げんご

ですので、文法
ぶんぽう

などを

正しく
ただ

説明
せつめい

するということは、普段
ふだん

から手話
しゅわ

をお使い
お つ か い

のろう者
しゃ

の方
かた

とか、通訳士
つうやくし

のような資格
しかく

を

持った
も

方
ほう

でないと、できないとは思うん
おも

ですけれども、私たち
わたし

が小さい
ちい

ときに、『あいうえお』と

かアルファベットとかの 表
ひょう

が、家
いえ

や学校
がっこう

等
など

に貼って
は

あって、文法
ぶんぽう

をする前
まえ

に覚えた
おぼ

と思います
おも

。

そういった学 習
がくしゅう

の場
ば

というのはすごく大切
たいせつ

なことだと思う
おも

ので、そういう文法
ぶんぽう

の手前
てまえ

の単語
たんご

など

を覚える
おぼ

ような機会
きかい

が、このルールによって妨げられる
さまた

のであれば、手話
しゅわ

を普及
ふきゅう

することとは 逆
ぎゃく

の動き
うご

になると思う
おも

ので、ちょっと教えて
おし

いただきたいなと思いました
おも

。 

 最後
さいご

になるんですけど、今日
きょう

は学校
がっこう

関係
かんけい

の方
ほう

が欠席
けっせき

のようなんですけれども、小 中 学 校
しょうちゅうがっこう

な

どの福祉
ふくし

学 習
がくしゅう

についてなんですが、手話
しゅわ

だけでなく、車椅子
くるまいす

体験
たいけん

やいろいろな福祉
ふくし

体験
たいけん

させたい

と先生方
せんせいがた

や皆さん
みな

が、お考え
おかんがえ

だと思うん
おも

ですが、予算
よさん

や時間
じかん

の面
めん

で難しい
むずか

面
めん

があると思うん
おも

です。 

 手話
しゅわ

にも指
ゆび

文字
も じ

の『あいうえお』があって、その指
ゆび

文字
も じ

のあいうえお表
 ひょう

を子ども
こ

達
たち

と一緒
いっしょ

に

作って
つく

、学校
がっこう

などに掲示
けいじ

をしてもらうなど、小さい
ちい

ことからでも、あまりお金
おかね

のかからないことを

やってもらえると子ども
こ ど も

の頃
ころ

から手話
しゅわ

に関心
かんしん

を持って
も

いただけるようになり、手話
しゅわ

講座
こうざ

の受講
じゅこう

に
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繋がる
つな

可能性
かのうせい

が広がる
ひろ

のではないかと思って
おも

います。 

以上
いじょう

です。 

 

（会 長
かいちょう

） 

 これに対して
たい

は何
なに

か意見
いけん

がありますか。 

 私
わたし

から１つお聞き
き

したいんですけれども、手話通
しゅわつう

訳者
やくしゃ

の設置
せっち

がいないので、タブレット等
など

を

使う
つか

のはどうかということですが、タブレットの中
なか

にいる手話通
しゅわつう

訳者
やくしゃ

を、誰
だれ

がやるのかというこ

とも課題
かだい

になってくると思います
おも

。 

 

（事務局
じむきょく

） 

 １つ目
１ つ め

の資格
しかく

がないと手話
しゅわ

を教える
おし

ことができないのかという、そこのルールについては、

事務局
じむきょく

の方
かた

でも把握
はあく

が十 分
じゅうぶん

でないので、どう答えたら
こた

よいのかというところがありますが、ただ

市内
しない

にも手話
しゅわ

サークル等
など

があります。そこに参加
さんか

された方
ほう

が、手話通
しゅわつう

訳者
やくしゃ

とか、手話
しゅわ

通訳士
つうやくし

の

資格
しかく

を持って
も

いない方
かた

といろいろお話
おはなし

をしながら、手話
しゅわ

に触れ合って
ふ   あ

いくということは現在
げんざい

もさ

れていると思います
おも

し、大
たい

変
へん

大切
たいせつ

なことだと思います
おも

ので、そういったことは今後
こんご

も継続
けいぞく

して

続けて
つづ

いっていただければよいのではないかと思います
おも

。 

 次
つぎ

に、言われました
いわ

設置
せっち

の手話通
しゅわつう

訳者
やくしゃ

以外
いがい

に、タブレット等
など

を使った
つか

方法
ほうほう

がないのかというこ

となんですけれども、それも方法
ほうほう

の一つ
ひとつ

として担当課
たんとうか

としても考えて
かんが

おります。 

 来年度
らいねんど

に向けた
む

予算
よさん

要求
ようきゅう

等
など

も今後
こんご

出て
で

参ります
まい

ので、その中
なか

でタブレットの活用
かつよう

の仕方
しかた

や、

他
ほか

にも方法
ほうほう

がないのかということについても研 究
けんきゅう

をしていきたいと思って
おも

おります。 

 それから、小 中 学 校
しょうちゅうがっこう

で学 習
がくしゅう

をする場合
ばあい

に、手話
しゅわ

の勉 強
べんきょう

の機会
きかい

も設けて
もう

欲しい
ほ

というところ

ですけれども、言われます
いわ

ように小さい
ちい

頃
ころ

から手話
しゅわ

に接する
せっ

ということが、手話
しゅわ

を広く
ひろ

普及
ふきゅう

させる

ためにも大切
たいせつ

なことであると思って
おも

います。 

 ただ小 中 学 校
しょうちゅうがっこう

の方
ほう

でされる事業
じぎょう

の一環
いっかん

や、学 習
がくしゅう

の一環
いっかん

ということになりますので、まず

は学校
がっこう

の方
ほう

がどういうふうな対応
たいおう

をされるのか、それに対して
たい

出前
でまえ

講座
こうざ

等
など

で手話
しゅわ

ついてと依頼
いらい

が

あった場合
ばあい

には、こちらの方
ほう

も対応
たいおう

ができるようにしていきたいと思います
おも

。 

 タブレットを使った
つか

場合
ばあい

の３者
しゃ

同時
どうじ

手話
しゅわ

通訳
つうやく

なんですけれども、手話
しゅわ

通訳
つうやく

をされる方
かた

というの

は、その契約
けいやく

をした会社
かいしゃ

の方
かた

で手話通
しゅわつう

訳者
やくしゃ

の方
かた

がおられますので、想定
そうてい

しておりますのはその

都度
つ ど

、手話通
しゅわつう

訳者
やくしゃ

の方
かた

を派遣
はけん

してもらうというものではありません。そういったシステムがすでに

確立
かくりつ

しているものというものになります。 

 手話
しゅわ

ができる方
かた

が契約
けいやく

した会社
かいしゃ

（そのシステムを開発
かいはつ

したその会社
かいしゃ

）に、手話
しゅわ

通訳
つうやく

ができる

方
かた

がおられますので、タブレットを介して
かい

手話
しゅわ

通訳
つうやく

を見て
み

いただきながら、ろう者
しゃ

の方
かた

とこちら

の窓口
まどぐち

であるとか、そういったところのやりとりをしていくということになります。 

 

（会 長
かいちょう

） 



8 

 

 タブレットを介した
かい

通訳
つうやく

について、ろうあ協 会
きょうかい

さんはどう思われます
おも

か。 

 

（委員
いいん

③） 

 タブレットを使った
つか

通訳
つうやく

は難しい
むずか

と思います
おも

。手話
しゅわ

通訳士
つうやくし

や手話通
しゅわつう

訳者
やくしゃ

ではなくて、手話
しゅわ

サー

クルが５つ市内
しない

にありますので、例えば
たと

入門
にゅうもん

とか基礎
き そ

講座
こうざ

の勉 強
べんきょう

が終わった
おわ

上
うえ

で、参加
さんか

をして

もらえばいいと思います
おも

。サークルの中
なか

でも、ろう者
しゃ

が行って
おこな

いるサークルもあれば、行って
い

ない

サークルもあるので、お家
 うち

の近く
ちか

のろう者
しゃ

やサークルの中
なか

で 昔
むかし

の手話
しゅわ

を使ってる
つか

人
ひと

もいるので、

新しい
あたら

手話
しゅわ

がわからなかったりすることもありますが、サークルの中
なか

で、新しい
あたら

手話
しゅわ

を教え合う
おし  あ

こ

とをきっかけに、そこからコミュニケーションが発展
はってん

していくことで、手話
しゅわ

をみんなが身
み

に付
つ

けて

いければいいかなと思います
おも

。 

 

（会 長
かいちょう

） 

 タブレットを使った
つか

方法
ほうほう

なんですけれども、やはり慎 重
しんちょう

に考えて
かんが

いただきたいと思います
おも

。

丹波市
た ん ば し

役所
やくしょ

の場合
ばあい

は、手話通
しゅわつう

訳者
やくしゃ

を設置
せっち

するという方法
ほうほう

が一番
いちばん

いい方法
ほうほう

かと思います
おも

。 

 この前
まえ

、大阪市
おおさかし

の城東区
じょうとうく

で、設置
せっち

手話通
しゅわつう

訳者
やくしゃ

がいないのでタブレットを使う
つか

方法
ほうほう

を導 入
どうにゅう

した

ことがあったんです。契約
けいやく

したのは神奈川
か な が わ

などの関東
かんとう

の会社
かいしゃ

の方
かた

と契約
けいやく

されて、通訳
つうやく

をしても

らったりしたんですけど、やはりろう者
しゃ

からは不満
ふまん

の声
こえ

が多かったん
おお

です。 

 なぜかというと、手話
しゅわ

が違うん
ちが

ですね。関東
かんとう

と関西
かんさい

だと完全
かんぜん

に手話
しゅわ

が違う
ちが

部分
ぶぶん

があり、手話
しゅわ

が

読み
よ

とれなかったみたいなんです。タブレットは平面
へいめん

になってしまって、手話
しゅわ

に立体感
りったいかん

がないで

す。やはり、生
なま

の人
ひと

と会って
あ

しゃべるのと、全然
ぜんぜん

違います
ちが

。手話通
しゅわつう

訳者
やくしゃ

の方も、周り
まわり

の様子
ようす

がま

るで見えず
み

、庁 舎 内
ちょうしゃない

の方
かた

の様子
ようす

とかも見えない
み

ので、聞いた
き

話
はなし

を通訳
つうやく

するだけになってしまう

んで、どうしても範囲
はんい

が狭まって
せば

しまいます。いろんな意味
い み

で難しい
むず

面
めん

が多い
おお

と思います
おも

。タブレ

ットを置く
お

のであれば、例えば
たと

市
し

役所
やくしょ

の 本 庁 舎
ほんちょうしゃ

に設置
せっち

手話通
しゅわつう

訳者
やくしゃ

の方
かた

がいて、支所
ししょ

等
とう

に

聞こえない
き

人
ひと

が来られた
こ

時
とき

に、その 本 庁
ほんちょう

にいる設置
せっち

手話通
しゅわつう

訳者
やくしゃ

につなぐという方
ほう

が良い
よ

と

思います
おも

。そのようにやってる例
れい

もあるので、その辺り
あた

も含めて
ふく

タブレット通訳
つうやく

の導 入
どうにゅう

は慎 重
しんちょう

にしていただければと思います
おも

。 

 事務局
じむきょく

いかかでしょうか。 

 

（事務局
じむきょく

） 

 まずは言われる
い

ように、引き続き
ひ  つづ

手話通
しゅわつう

訳者
やくしゃ

の方
かた

の応募
おうぼ

をいただいて設置
せっち

ができるということを

目指したい
めざ

と思って
おも

おります。 

 ただ、なかなか応募
おうぼ

がない 状 況
じょうきょう

で、その代替
だいたい

手段
しゅだん

として設置
せっち

の方
ほう

がおられない 間
あいだ

について

は、タブレットを使わない
つか

といけないかもしれません。 

 それが、大丈夫
だいじょうぶ

であるかどうかということや、代替
だいたい

手段
しゅだん

としてタブレットを置いて
お

も、それは

使い
つか

勝手
かって

が悪い
わる

のでやめてほしいということであれば、それも考えない
かんが

方向
ほうこう

にしないといけないん
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ですが、ただ使い
つか

勝手
かって

が悪い
わる

けれども、せめてタブレットがあれば、何
なん

とか会話
かいわ

ができるという

状 況
じょうきょう

になればと考えて
かんが

います。市
し

役所
やくしょ

に設置
せっち

手話通
しゅわつう

訳者
やくしゃ

がいない 間
あいだ

は、タブレットでも良い
よ

かどうか、その辺
へん

だけ確認
かくにん

をさせていただきたいと思います
おも

。 

 丹波市内或
たんばしないある

いは近隣
きんりん

の手話通訳者
しゅわつうやくしゃ

や手話通訳士
しゅわつうやくし

の絶対数
ぜったいすう

が少ない
すく

というところでなかなか応募
おうぼ

がいただけないという現 状
げんじょう

もあるということもご理解
 り か い

をいただきたいと思います
おも

。 

 

（委員
いいん

③） 

 タブレットでするというのは、やはり手
しゅ

話
わ

がわかりにくいんですね。設置
せっち

手話通
しゅわつう

訳者
やくしゃ

がいない

状 況
じょうきょう

でも簡単
かんたん

な内容
ないよう

であれば、筆談
ひつだん

でわかりやすく書いて
か

もらってる事
こと

もあります。 

 例えば
たと

おでかけサポートとかは、いつも筆談
ひつだん

でコミュニケーションをスムーズにやっているので、

簡単
かんたん

なことであれば、筆談
ひつだん

でできると思います
おも

。でも、 私
わたし

以外
いがい

のろう者
しゃ

でも、文 章
ぶんしょう

が苦手
にがて

な人
ひと

もいたりすると思
おも

います。でも、タブレットでもいいという意見
いけん

のろう者
しゃ

もいるかもなんですけれ

ど、そういう情 報
じょうほう

については 私
わたし

は持って
も

いないです。今後
こんご

、聞こえない
き

人
ひと

にそういう情 報
じょうほう

が

あるということは伝えて
つた

いきたいと思います
おも

。 

 

（委員
いいん

②） 

 タブレットなんですけれども、実際
じっさい

に市
し

役所
やくしょ

の窓口
まどぐち

に行った
い

時
とき

に経験
けいけん

したことがあります。

実際
じっさい

には、課題
かだい

がたくさんあります。電波
でんぱ

状 態
じょうたい

が悪い
わる

とか、また途中
とちゅう

で手話通
しゅわつう

訳者
やくしゃ

の動き
うご

が

止まったり
と

、ゆっくりになったりとか、そういうこともあります。 

スムーズに通じる
つう

ことはなかなか難しい
むずか

ので、それが大きな
おお

課題
かだい

だと思います
おも

。やはり手話通
しゅわつう

訳者
やくしゃ

を設置
せっち

してもらって対面
たいめん

という 形
かたち

で、実際
じっさい

にそこにおられる手話通
しゅわつう

訳者
やくしゃ

と 話
はなし

ができるっていう

ことが一番
いちばん

安心
あんしん

もできると思います
おも

。 

 でも、そういう方法
ほうほう

がないという時
とき

は、ちょっと答え
こた

にくいんですけれども、タブレットについ

てもやはり今後
こんご

検討
けんとう

する課題
かだい

にはなると思います
おも

。 

以上
いじょう

です。 

 

（委員
いいん

④） 

 小 学 校
しょうがっこう

、中 学 校
ちゅうがっこう

の手話
しゅわ

体験
たいけん

教 室
きょうしつ

をろうあ協 会
きょうかい

の方と手話
しゅわ

サークルで行って
おこな

います。そこ

で学校
がっこう

関係者
かんけいしゃ

の方
かた

にお願い
  ねが

なんですが、最近
さいきん

は少子化
しょうしか

や学校
がっこう

の統合
とうごう

があり、手話
しゅわ

教 室
きょうしつ

の年間
ねんかん

開催
かいさい

回数
かいすう

が少し
すこ

ずつ減って
へ

きています。一言
ひとこと

に 障
しょう

がい者
しゃ

に対する
たい

教育
きょういく

といっても、聴 覚 障
ちょうかくしょう

がい者
しゃ

や身 体 障
しんたいしょう

がい者
しゃ

、高齢者
こうれいしゃ

も増加
ぞうか

していますので、高齢者
こうれいしゃ

に対する
たい

思いやり
おも

等
など

の教 育
きょういく

も

必要
ひつよう

と十 分
じゅうぶん

理解
りかい

していますが、 聴 覚 障
ちょうかくしょう

がい者
しゃ

は外見
がいけん

から見て
みて

分かりづらい
わ

ので、 聴 覚 障
ちょうかくしょう

がい者
しゃ

に対して
たい

、どのように対応
たいおう

したらいいのか等
など

手話
しゅわ

教 室
きょうしつ

の回数
かいすう

を少し
すこし

でも増やして
ふ

いただ

いて、できるだけ知って
し

いただける人数
にんずう

を増やして
ふ

いってほしいと思います
おも

。 

 資料
しりょう

⑦
７

の⑥
６

令和
れいわ

４年度
４ ね ん ど

に、災害
さいがい

時
じ

の避難
ひなん

場所
ばしょ

になっている学校
がっこう

や住 民
じゅうみん

センターにコミュニケ
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ーションボードを設置
せっち

されたとありますが、近々
ちかぢか

大型
おおがた

地震
じしん

が起こる
お

可能性
かのうせい

もありますので、今
いま

一度
いちど

よく見える
み

ところに設置
せっち

されているのかとか、それから設置
せっち

場所
ばしょ

が本当
ほんとう

にここでいいのか等
など

、

一度
いちど

再点検
さいてんけん

していただけたら嬉しい
うれ

と思います
おも

。 

 

（会 長
かいちょう

） 

 今
いま

のご意見
 いけん

に対しまして
たい

、事務局
じむきょく

から何
なに

かありますでしょうか。 

 

（事務局
じむきょく

） 

 まず手話
しゅわ

の教 室
きょうしつ

等
とう

、開催
かいさい

を増やして
ふ

欲しい
ほ

というところにつきましては、学校
がっこう

サイドのこと

にもなるというところはあるんですけれども、機会
きかい

があればそういったことも周知
しゅうち

をしていきたい

と思います
おも

。 

 それからコミュニケーションボードの設置
せっち

の 状 況
じょうきょう

なんですけども、こちらの方
ほう

で避難所
ひなんじょ

が

開設
かいせつ

された時
とき

に、そこに設置
せっち

されるというものになります。台風
たいふう

が来る
く

とか、もしかしたら

大きな
おお

地震
じしん

が、来る
く

かもというような 状 況
じょうきょう

もありますので、コミュニケーションボードの設置
せっち

が

徹底
てってい

できるように働きかけて
はたら

いきたいと思います
おも

。 

 

（会 長
かいちょう

） 

 そろそろ終わり
お

の時間
じかん

が近づいて
ちか

きましたが、ご発言
 はつげん

のない方
かた

、ご意見
  いけん

を言って
い

いただけたらと

思います
おも

。 

 

（委員
いいん

⑦） 

 聞かせて
き

いただいて、やはり普及
ふきゅう

していく上
うえ

では、みんなに周知
しゅうち

していただくということが

大事
だいじ

かなと思います
おも

。広報
こうほう

の掲載
けいさい

回数
かいすう

を増やし
ふ や し

たり等
など

いろいろと制約
せいやく

はあるかと思います
おも

が、い

かにして手話
しゅわ

に興味
きょうみ

をもってもらうかを考えて
かんが

いくことが大事
だいじ

であると思いました
おも

。 

 

（委員
いいん

⑥） 

 事務局
じむきょく

の方
かた

にお聞き
き

したいんですが、資料
しりょう

７にあります『
「

子ども
こ ど も

手話
しゅわ

教 室
きょうしつ

』
」

、『
「

教職員向け
きょうしょくいんむけ

の手話
しゅわ

研 修
けんしゅう

』
」

という項目
こうもく

があるんですが、令和
れいわ

４年度
４ ね ん ど

の 南
みなみ

小 学 校
しょうがっこう

、運 営 協
うんえいきょう

議会
ぎかい

と書かれて
か か れ て

いるわけですけれども、理
り

事
じ

会 長 会
かいちょうかい

におきましては、学校
がっこう

の運 営 協
うんえいきょう

議会
ぎかい

の会 長
かいちょう

も兼ねて
か

やっ

ております。 

そういった中
なか

で、令和
れいわ

６年度
６ ね ん ど

に、現在
げんざい

手話
しゅわ

教 室
きょうしつ

５件
５けん

ということになっておりますけれども、これ

は学校側
がっこうがわ

からの依頼
いらい

で手話
しゅわ

教 室
きょうしつ

をされてるのでしょうか。 

 

（事務局
じむきょく

） 

 学校
がっこう

の手話
しゅわ

教 室
きょうしつ

については、学校
がっこう

の方
ほう

の主催
しゅさい

でしていただいている 状 況
じょうきょう

です。 

 

（委員
いいん

⑥） 
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 資料
しりょう

に学校
がっこう

運 営 協
うんえいきょう

議会
ぎかい

、運 営 協
うんえいきょう

議会
ぎかい

のみ書かれて
か

いるんですが、これは学校
がっこう

運 営 協
うんえいきょう

議会
ぎかい

のことかなと思うん
おも

です。この地域
ちいき

の学校
がっこう

の活動
かつどう

というのは同窓会
どうそうかい

の会 長
かいちょう

さん含めて
ふく

、いろい

ろな方
かた

が活動
かつどう

されてるわけですけれども、学校
がっこう

でやられていることについては、学校
がっこう

運 営 協
うんえいきょう

議会
ぎかい

の方
かた

には伝わって
つた

こないんですが、これは学校
がっこう

のみの教 室
きょうしつ

ということになるんですね。 

 

（事務局
じむきょく

） 

 学校
がっこう

の授 業
じゅぎょう

の一環
いっかん

としてされてる手話
しゅわ

教 室
きょうしつ

だと思います
おも

ので、学校
がっこう

運 営 協
うんえいきょう

議会
ぎかい

の方
かた

に

報告
ほうこく

されているものばかりではないというふうには思って
おも

おります。 

 

（委員
いいん

⑥） 

 この学校
がっこう

運 営 協
うんえいきょう

議会
ぎかい

というのは、様々
さまざま

な活動
かつどう

をやっていく上
うえ

で委員
いいん

さんがたくさんいます。 

できればですが、学校
がっこう

の方
かた

に伝えて
つた

いただいて運 営 協
うんえいきょう

議会
ぎかい

にも伝わる
つた

ような 状 況
じょうきょう

にしていた

だけるか、もしくはこちらから学校側
がっこうがわ

に依頼
いらい

する方
ほう

がいいかと思います
おも

。この手話
しゅわ

教 室
きょうしつ

ですね、

PTA
ＰＴＡ

も絡みます
から

ので保護者
ほ ご し ゃ

の方
かた

も含めて
ふく

、少し
すこし

でも手話
しゅわ

を覚え
おぼ

ていただく等
など

いい方向
ほうこう

に研 修
けんしゅう

をし

ていただくのがいいのかと、このように思って
おも

おります。 

 せっかく学校
がっこう

の運 営 協
うんえいきょう

議会
ぎかい

がございますので、その点
てん

も含めて
ふく

、もしそちらの事務局
じむきょく

さんの

方
かた

で依頼
いらい

がないのであれば、今度
こんど

の学校
がっこう

運 営 協
うんえいきょう

議会
ぎかい

で 私
わたし

の方
かた

から伝えて
つた

いってもいいと思って
おも

おりますが、問題
もんだい

ないですか。 

 

（事務局
じむきょく

） 

 市
し

の施策
しさく

推 進 協
すいしんきょう

議会
ぎかい

の方
かた

からのご意見
ご い け ん

としてもいただいたということになりますので、教 育
きょういく

部局
ぶきょく

の方
かた

にそういったご意見
いけん

があったということで、お伝え
つた

をさせてもらいたいと思います
おも

。 

 

（委員
いいん

⑧） 

 大変
たいへん

興味深く
きょうみぶか

お話
 はなし

を聞かせて
き

もらいました。知らない
し

ことも多く
おお

、大変
たいへん

勉 強
べんきょう

になりました。

質問
しつもん

なんですが、今
いま

、実際
じっさい

に通
つう

訳者
やくしゃ

の方
かた

は何人
なんにん

いらっしゃるんですか。 

 

 

（事務局
じむきょく

） 

 通訳士
つうやくし

は、登録
とうろく

されてる方
かた

で２名
２めい

おられます。 

 通
つう

訳者
やくしゃ

は、登録
とうろく

されてる方
かた

で６名
６めい

おられます。 

 

（委員
いいん

⑧） 

 少ない
すく

と考えて
かんが

…よろしいでしょうね。今
いま

、勉 強
べんきょう

されている方
かた

が９名
９めい

ということですね。 私
わたし

自身
じしん

、広報
こうほう

等
など

を見て
み

、毎年
まいとし

講座
こうざ

があるのは見て
み

いたんですが、この講座
こうざ

に参加
さんか

するということや、

続けて
つづ

いくのことがなかなか難しい
むず

と感じました
かん

。 私
わたし

も看護師
か ん ご し

として対応
たいおう

する中
なか

で、実際
じっさい

にろう
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者
しゃ

の方
かた

が受付
うけつけ

にこられた時
とき

に、勉 強
べんきょう

したことや、患者
かんじゃ

さんや患者
かんじゃ

さんのご家族
かぞく

から教えて
おし

もら

ったこともあって、それを使ったり
つか

するんですけれど、実際
じっさい

『わかりますか。』と言われて
いわ

しまい

まして、やはり少し
すこ

伝わらなくて
つた

結局
けっきょく

筆談
ひつだん

をするしかなかったので残念
ざんねん

だったと思います
おも

。やは

り、医療
いりょう

の現場
げんば

でも手話
しゅわ

は本当
ほんとう

に必要
ひつよう

であると思いました
おも

。 

 今
いま

は、DX
ＤＸ

の時代
じだい

ですので 私
わたし

はタブレット等
など

そういうのがあればいいなと思いました
おも

。多様化
た よ う か

の

時代
じだい

ですので、病 院
びょういん

でも外国
がいこく

の方
かた

が来られた
こ

際
さい

に、文字
も じ

で表示
ひょうじ

してくれるものもあるので、

手話
しゅわ

の方
ほう

の活用
かつよう

としてもいいのではと思いました
おも

が、ただ、手話
しゅわ

が立体的
りったいてき

でないと伝わらない
つた

等
など

の意見
いけん

もあり、安易
あんい

な考え
かんが

ではいけないと感じました
かん

。 

 もう1
１

点
てん

、遠隔
えんかく

通訳
つうやく

サービスの導 入
どうにゅう

というのがあったので、それはタブレットでの通訳
つうやく

とは

違う
ちが

ものでしょうか。 

 

（事務局
じむきょく

） 

 制度的
せいどてき

には似て
に

いまして、タブレットを使った
つか

手話
しゅわ

通訳
つうやく

の会話
かいわ

のやりとりというところになりま

す。 

 

（会 長
かいちょう

） 

 遠隔
えんかく

手話
しゅわ

通訳
つうやく

はコロナが蔓延
まんえん

したのがきっかけで始まったん
はじ

です。ろう者
しゃ

がコロナになった際
さい

に病 院
びょういん

に行きます
い

が、手話通
しゅわつう

訳者
やくしゃ

も来て
き

しまうと感染
かんせん

してしまうので、手話通
しゅわつう

訳者
やくしゃ

の身
み

を守る
まも

ための方法
ほうほう

として遠隔
えんかく

手話
しゅわ

通訳
つうやく

が始まりました
はじ

。 

通
つう

訳者
やくしゃ

はWi－Fi環 境
かんきょう

がある別
べつ

のところにいて、ろう者
しゃ

は自分
じぶん

のスマートフォンやタブレットで、 

お医者
いしゃ

さんの会話
かいわ

を別
べつ

の場所
ばしょ

にいる手話通
しゅわつう

訳者
やくしゃ

が遠隔
えんかく

手話
しゅわ

通訳
つうやく

するシステムです。今
いま

は、基本
きほん

は

現場
げんば

で手話
しゅわ

通訳
つうやく

をしているという 状 況
じょうきょう

です。今
こん

後
ご

、もしかしたら再度
さいど

コロナが流行ったり
はや

、

大きな
おお

災害
さいがい

が起きた
お

時
とき

は、現場
げんば

に行く
い

ことが難しい
むず

場合
ばあい

もあるということも想定
そうてい

して、コロナの

時
じ

期
き

にそれが導 入
どうにゅう

されたものです。 

 

(委員
いいん

⑧) 

 ありがとうございます。こういった遠
えん

隔
かく

手話
しゅわ

通訳
つうやく

やタブレット等
など

をうまく合わせて
あわ

何
なに

かいいも

のができるのではと思いました
おも

。 

 また、これから医療者
いりょうしゃ

として何
なに

かできることはないかなと思いながら今日
きょう

の会
かい

に参加
さんか

させてい

ただきました。また、 協 力
きょうりょく

できることがあれば一緒
いっしょ

にしていきたいと思います
おも

。ありがとうご

ざいました。 

 

（委員
いいん

①） 

 私
わたし

達
たち

のところにも 聴 覚 障
ちょうかくしょう

がい者
しゃ

がおられまして、行事
ぎょうじ

をするときには手話
しゅわ

通訳
つうやく

をお願い
ねが

す

るんです。 

 私
わたし

自身
じしん

は簡単
かんたん

な挨拶
あいさつ

もできないので残念
ざんねん

なんですけれど、 私
わたし

も過去
か こ

２回
２かい

ほどちょっと手話
しゅわ

を

かじったことがありました。 
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 ただ、それ以降
いこう

使う
つか

ことがないので、もう１年
１ねん

経ったら
た

すっかり忘れて
わす

しまっています。それが

一番
いちばん

我々
われわれ

問題
もんだい

だなと、外部
がいぶ

からみてもそう思うん
おも

ですけど、多分先
たぶんさき

ほど出てました
で

けれど、

小 中 学 校
しょうちゅうがっこう

の手話
しゅわ

教 室
きょうしつ

というのは、これは我々
われわれ

年寄
としより

にとっては覚えにくくて
おぼ

忘れるん
わす

ですけど、

若い
わか

方
かた

は 吸 収
きゅうしゅう

が速い
はや

と思います
おも

。なので、せっかく今
いま

いいことをされているので、これをもう

ちょっと拡大
かくだい

をして、できたら発 表 会
はっぴょうかい

じゃないですけれど、子ども
こ

の親
おや

が参加
さんか

して発 表 会
はっぴょうかい

のよ

うなものができればいいなと思います
おも

。そうすると、その地域
ちいき

で手話
しゅわ

が少し
すこ

でも普及
ふきゅう

すると

思います
おも

。 

 手話
しゅわ

を日 常
にちじょう

で使える
つか

人
ひと

が出て
で

くると、盛り上がったり
も   あ

、話せる
はな

人
ひと

が増えて
ふ

くると思います
おも

。 

私
わたし

の地区
ち く

にもそういう方
かた

がいて、コミュニケーションが手話
しゅわ

で取れるん
と

ですけど、『元気
げんき

か。』

と挨拶
あいさつ

してくれるんですけれど、そういうことが言えたら
い

いいと思いながら
おも

も、なかなか機会
きかい

がな

くきています。近く
ちか

でそういうことをされてる人
ひと

がいれば、もうちょっと 私
わたし

も覚える
おぼ

ことができ

たり、地域
ちいき

活性化
かっせいか

できればいいと思います
おも

。広報
こうほう

も毎回
まいかい

は難しい
むずか

かもわかりませんけれど、

小 学 校
しょうがっこう

の子
こ

でも分かる
わ

ようなページを作って
つく

くれると、関心
かんしん

を持たれる
も

方
かた

も増える
ふ

かと思います
おも

。

以上
いじょう

です。 

 

（会 長
かいちょう

） 

 ありがとうございました。 

意見
いけん

交換
こうかん

は終わりまして
お

、次第
しだい

の８。 

次
つぎ

の会議
かいぎ

の日程
にってい

について事務局
じむきょく

からお願い
お ね が い

します。 

 

（事
じ

務局
むきょく

） 

 それでは次回
じかい

の会議
かいぎ

ですけれども、令和
れいわ

７年
７ねん

の２月
２がつ

頃
ごろ

を予定
よてい

しております。 

また日
ひ

が近づいて
ちか

きましたら連絡
れんらく

をさせていただきますので、またご参加
 さ ん か

いただきますようよろし

くお願い
おねが

いたします。 

以上
いじょう

です。 

 

（会 長
かいちょう

） 

 ありがとうございました。 

最後
さいご

に閉会
へいかい

ということで、副 会 長
ふくかいちょう

にお願い
  ねが

したいと思います
おも

。 

 

（副 会 長
ふくかいちょう

） 

 皆さん
みな

ありがとうございました。 

皆さん
みな

の貴重
きちょう

なご意見
 い け ん

を聞かせて
き

いただいて、今回
こんかい

お持ち帰り
  も  かえ

いただくことや、検討
けんとう

していただ

く事案
じあん

、協議
きょうぎ

していただくことに関しまして
か ん し ま し て

、また、次回
じかい

以降
いこう

の会議
かいぎ

開催
かいさい

の時
とき

には、一歩
いっぽ

でも

二歩
に ほ

でも前向き
まえむ

な回答
かいとう

が、この資料
しりょう

に載る
の

ことを願って
ねが

おります。 

 常日頃
つねひごろ

、手話通
しゅわつう

訳者
やくしゃ

としてろう者
しゃ

の方
かた

と関わってる
かか

時
とき

に、手話
しゅわ

を覚えて
おぼ

欲しい
ほ

とか、設置
せっち
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手話通
しゅわつう

訳者
やくしゃ

を置いて
お

、情 報
じょうほう

保障
ほしょう

ができるようにして欲しい
ほ

という、いつも要望
ようぼう

されているその

気
き

持ち
も

や思い
おも

の根底
こんてい

には、ろう者
しゃ

に対する
たい

理解
りかい

を深めて
ふか

欲しい
ほ

という思い
おも

をすごくお持ち
も

であると

いうことを感じて
かん

います。 

 多
た

様性
ようせい

の時代
じだい

です。意思
い し

疎通
そつう

支援
しえん

を必要
ひつよう

としている方
かた

が同じ
おな

地域
ちいき

に、全国
ぜんこく

にもそうですが、

一緒
いっしょ

に暮らして
くら

いること、そのことに関して
かん

また理解
りかい

を深めて
ふか

いけたらいいと思って
おも

おります。 

 この手話
しゅわ

について話し合う
はな  あ

ことが、特別
とくべつ

なのではなく、この丹波市
た ん ば し

でともに生活
せいかつ

してる人々
ひとびと

の

心
こころ

が豊か
ゆた

で穏やか
おだ

な今後
こんご

に繋がって
つな

いくことを願って
ねが

おります。 

ありがとうございました。 

 以上
いじょう

で本日
ほんじつ

の議事
ぎ じ

は全て
すべ

終了
しゅうりょう

いたしましたので、これで本日
ほんじつ

の会議
かいぎ

を 終 了
しゅうりょう

いたします。

本日
ほんじつ

はお忙しい
 いそが

中
なか

ありがとうございました。 

 

 

～閉会
へいかい

～ 


